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論文審査の要旨

末期変形性足関節症に対する鏡視下足関節固定術では、骨螺子による内固定

が行われることが 般的であり、この際の初期固定性は術後成績を左右する重

要な要素である。そこで申請者は、新規に開発した装置で圧着圧を測定するこ

とで螺子刺入時の圧変化を定量化し、更に、生体への応用が可能か検討するた

め屍体足関節に対しでも同様の圧を測定し、模擬骨での結果との比較を行った。

小型圧力センサーと模擬骨で構成された装置及び屍体足関節を用いて、 3種類

の中空海綿骨螺子に関して、 刺入時の骨片問の圧変化を測定した。回転角に対

する刺入圧の関係、を示すグラフは，それぞれ特徴的な階段状の形状を示した。

また、圧上昇の傾きや最大圧に達した後の圧減衰を解析することで、それぞれ

の螺子の異なった特性を定量化することが可能となった。

螺子による接合骨問の圧着力に関して、 これまで詳細な検討はされておら

ず、術者の主観的な経験から螺子の圧変化特性を知り得るのみであった。しか

し、今回の研究で螺子の特性を客観的かっ定量的に知ることができ、予め目的

に合わせた螺子の選択が可能となり、より効果的に足関節固定術を行うことが

できると考えられた。

今回の研究は変形性足関節症の治療の発展につながる有意義な研究であると

，評価され、博士(医学)の学位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認、める。
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